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緒
言
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東
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表 

 
林
 
和
利 

9
 
 
翁
猿
楽
の
ル
ー
ツ
と
伝
搬
考
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保
田
 
紹
雲
 
 
 
  

一
、
は
じ
め
に 

二
、
白
山
信
仰
と
翁
系
三
面 

三
、
天
台
宗
延
暦
寺
の
翁
へ
の
対
応   

四
、
大
和
の
翁
系
猿
楽 

五
、
天
台
宗
の
翁
面
尊
格
の
改
革 

六
、
金
春
家
の
先
祖
と
名
乗
り 

七
、
お
わ
り
に 

95
 
 
本
地
垂
迹
の
能
へ
の
視
点
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西
瀬
 
英
紀
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
葛
城
・
巻
絹 

一
、「
葛
城
」
 
一
言
主
の
本
地
  

二
、「
巻
絹
」
の
用
途
と
奉
献
先
 
  

103
 
 
女
能
に
お
け
る
叙
情
の
表
現
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
安
田
 
徳
子
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
道
成
寺
伝
説
か
ら
能
《
鐘
巻
》、
能
《
道
成
寺
》
へ
の
変
貌
を
手
が
か
り
に 

一
、
能
《
鐘
巻
》
の
成
立 

二
、
女
を
描
く
能
《
鐘
巻
》
の
背
景 

三
、
女
シ
テ
が
自
ら
を
語
る
能
《
鐘
巻
》 

四
、
能
《
鐘
巻
》
か
ら
能
《
道
成
寺
》
へ 

121
 
 
能
「
咸
陽
宮
」
が
世
阿
弥
の
作
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
 
 
 
三
苫
 
佳
子
 
  

一
、
作
者
未
詳
と
さ
れ
る
能
「
咸
陽
宮
」 

二
、
世
阿
弥
は
唐
事
の
能
を
作
ら
な
か
っ
た
の
か 

三
、「
棟
梁
の
為
手
」
と
「
脇
の
為
手
」 

四
、
筋
書
き
と
序
破
急
五
段
構
成 

五
、
応
永
年
間
の
能
作
者
事
情 

143
 
 
豊
橋
市
中
央
図
書
館
橋
良
文
庫
の
能
楽
関
係
書
状
（
三
）
 
 
 
佐
藤
 
和
道
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
佐
々
木
寿
六
書
状 

一
、
は
じ
め
に 

二
、
佐
々
木
寿
六
に
つ
い
て 

三
、
植
田
貞
作
（
義
方
）
に
つ
い
て 

四
、「（
文
化
二
年
）
四
月
一
日
付
 

植
田
貞
作
宛
 

佐
々
木
寿
六
書
状
」
の
翻
刻
と
解
題 

五
、
お
わ
り
に 

165
 
 
《
佛
原
》
試
解
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

飯
塚
 
恵
理
人
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
間
狂
言
語
り
構
造
の
比
較 

一
、
は
じ
め
に
 ―

《
佛
原
》
は
江
戸
時
代
以
前
か
ら
の
現
行
曲―

 

二
、
主
題
の
転
換
 ―

驕
れ
る
平
家
の
物
語
か
ら
遊
女
の
発
心
譚
へ―

 

三
、
比
較
し
た
間
狂
言
本
と
「
得
平
本
」《
佛
原
》
の
語
り
部
分
の
翻
刻 

四
、
各
間
狂
言
本
の
語
り
部
分
の
比
較 

179
 
 
狂
言
も
ど
き
論
序
説
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
林
 
和
利
 
  

一
、
は
じ
め
に 

二
、
狂
言
に
お
け
る
も
ど
き
の
類
型 

三
、
詞
章
・
せ
り
ふ
の
も
ど
き 

四
、
構
成
・
構
想
の
も
ど
き 

五
、
し
ぐ
さ
・
演
技
の
も
ど
き 

六
、
状
況
設
定
・
場
面
設
定
の
も
ど
き 

七
、
曲
名
の
も
ど
き 

八
、
扮
装
の
も
ど
き 

九
、
役
柄
・
人
物
設
定
の
も
ど
き 

十
、
小
道
具
の
も
ど
き 

十
一
、
男
女
の
も
ど
き 

十
二
、
連
想
・
着
想
の
も
ど
き 

十
三
、
そ
の
他
の
も
ど
き 

十
四
、
む
す
び 

201
 
 
狂
言
古
図
の
諸
本
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
藤
岡
 
道
子
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
整
理
と
考
察 

一
、
は
じ
め
に 

二
、
狂
言
の
古
図
を
収
載
す
る
諸
本
に
つ
い
て 

三
、
一
画
帖
の
中
に
複
数
の
図
が
混
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

223
 
 
豊
橋
魚
町
の
町
衆
が
演
じ
た
狂
言
の
特
徴
 
 
 
 
 
 
 
 
 
米
田
 
真
理
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
安
海
熊
野
社
蔵 

牧
野
新
作
台
本
を
も
と
に 

一
、
は
じ
め
に 

二
、
明
治
一
〇
年
代
の
魚
町
と
狂
言 

三
、
牧
野
新
作
の
狂
言
台
本 

四
、『
波
形
本
』
と
は
異
な
る
台
本
に
つ
い
て 

四
、
〝
町
衆
の
狂
言
〞
の
す
が
た 

五
、
む
す
び 

248
 
 
執
筆
者
紹
介
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